
 

 

「日本の音楽これで委員会」の「演奏曲目入力システム」が大きくリニュアルしたということ
で、さっそく使い勝手をレポートさせて頂きます。 
まずこのシステムを使うには「ユーザー登録」が必要ですので、このここからユーザー登録して
下さい。 
http://www.onnsa.jp/form/user_form.php 



 

 

そしてここからログインします。 

http://www.onnsa.jp/admin/ 
ログイン出来ましたら、画面の左側にあるメニューの中から「演奏曲目の登録」というの

を開いて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「演奏曲目入力カート」をクリックしします。このシステムでは楽曲を一度「カート」に
入れて、その「カート」から「社交場利用楽曲報告書」を作成するシステムのようです。  



 

 

４月現在で５３９曲が登録されているようですが、この５３９曲の中に探している楽曲が
あればタイトル等を入力して「JASRAC作品コード（作品 ID）の検索」をクリックすれ
ばその曲が出てきます。私は「ぽっくり」を入力してみると、前回の「演奏曲目を
JASRACに報告してみようイベント」で入力した「ぽっくりクラブ」がヒットしまし
た。「登録する」をクリックすればこのカートにこの楽曲が入れられるわけですが、よく
入力する楽曲は「入れる」をクリックして「お気に入り」に入れておけばその後の入力が
簡単になるのでよいと思います。 

 
ところが予め登録してない楽曲に関してはヒットしないので自分で登録せねばなりませ
ん。上記の「演奏曲目入力カート」の「JASRAC作品コード（作品 ID）の検索」をクリ
ックして自分で登録します。 
この作業だけは本当にめんどくさく感じますね。JASRACさん自身がこのシステムを構
築して下さったとしたらこの作業は全然なくなるのだから、確かに「JASRACの代わり
にこのシステムを作ってやったぞ」というほーじんさんの発言の意味が理解出来ま
す・・・。  



 

 

 

まず「J-WID を別タブで開く」をクリックして JASRACの楽曲検索ページに行くのです
が、相変わらずこのシステムを見ると「昭和だな」と感じますね。 
アルファベットは昨今ではあり得ない「全角」だし、ほぼ全ての外国曲を管理してる著作
権団体なのにジミヘンは「HENDRIX JIMI」など、「姓、名」の並びなのが、ああ当初は
「日本」のことだけ考えて構築したシステムなんだなと私なんかには思えて仕方ありませ
ん。 
まあ「独占」だったのだから仕方ないでしょう。とっとと情報を入力して「お気に入り」
に入れておきます。 
 
さて、テスト入力なので JASRAC管理楽曲である「東の島にブタがいたVol.3」も「お
気に入り」に登録して「社交場利用楽曲報告書」を作成してみましょう。 



 

 

ページ上部の「お気に入り」をクリックして開きます。 
この２曲をセットリストに登録して、上部の「セットリストの中身を見る」をクリックし
てみます。 



 

 

さて、上部の「社交上利用楽曲報告書作成」をクリックする前に「セットリストの新規登
録 確認画面へ」をクリックしてライブ情報を入力しておく必要があります。 
先日ライブをやった「目黒」で検索すると前回のライブステーションがヒットします

が・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
とりあえずテスト用に新しいライブハウスを新規入力しておきましょう。 
「ライブハウス新規登録はこちら」をクリックします。 
  



 

 

 
「ライブハウスの登録はこちら」をクリックして「確認」→「登録」しておきます。 
 
さて画面を戻して先ほどのライブハウス検索画面から今登録したライブハウスの「このラ
イブハウスに登録する」をクリックして詳細を入力します。 
 
  



 

 

「入力内容を確認する」をクリックする。 
「セットリストを新規登録する」をクリックする。 

 
 
上部の「社交場利用楽曲報告書作成」をクリックする。 

 
 
「社交場利用楽曲報告書の書出」をクリックすると見事に JASRACフォーマットの楽曲
報告書が出力されました！！  



 

 

 
 


